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休眠預金等活用法に基づく助成 
「知的障がいのある子どもへの性暴力防止事業」とは 
（2021年度～2023年度） 

 2006年度からCAP（キャップ）プログラムとして取り組んできた障がいのあ
る子どもへの暴力防止活動での知見を活かし、2021年度から3年をかけて、
障がいのある子ども、特に知的障がいのある子どもへの性暴力防止（未然防
止・発生防止・悪化防止・再発防止）にさらに有効な対応策を探り、障がいのあ
る子ども、関わるすべての人、市民が適切な知識・スキルを持ち、安心・安全に
人と関われる環境づくりをめざして行う事業です。 

まずは、アンケート調査で、これまで障がいのある子どもへの性暴力に出会っ
たことがある方々の体験から課題を明確にし、事業の柱立てを行います。その
うえで、ミニ学習会やセミナー、さらに人との適切な距離を学ぶサークルズプ
ログラムや日常生活で子どもと共に繰り返すための復習教材の開発などを行
います。それらを通じて、社会課題として障がいのある子どもへの性暴力の問
題が認識され、様々な分野での取り組みが促進される環境づくりに取り組みま
す。 

 



なぜ、CAPセンター・JAPANが本事業に取り組むのか 
 ーこれまでの障がいのある子ども、そして支援するおとなとの出会いのなかで 

2006年から行ってきた障がいのある子どもたちへの暴力
防止プログラム提供のなかで、たくさんの子どもたち、教職
員、そして保護者の皆さんと出会ってきました。 

子どもたちは決して無力ではないにも関わらず、自分は無
力なのだと無意識のうちに、子どものなかに刷り込まれて
いる現実を目の当たりにしてきました。 

特別支援学級・特別支援学校や入所施設でのプログラム提
供で、障がいのある子どもたちへの暴力の現実を前にして
「どうしたらいいのかわからない」と戸惑い、無力感に陥る
保護者、支援者の皆さんとも出会ってきました。 

社会構造のなかで“障がいがあるから”、そして“子どもだか
ら”という理由で「しかたない」ことのように扱われてきた障
がいのある子どもへの暴力。状況を認識し、これまで予防
教育に携わってきた責任として、この事業に取り組むこと
を決意しました。 

 



本事業によって解決しようとする課題ー取り組みによってめざす状態 
 ①知的障がいのある子どもへの性暴力防止が社会課題として認識される。 

②知的障がいのある子どもの心とからだの境界線を育むアプローチの知識とスキ 

 ルを持って、子どもの育ちの早い段階から意識して関わり、支える職域・居住地等 

 の枠組みを超えたおとなのネットワークがある。 

③知的障がいのある子どもに関わるおとなが陥っている無力感から「予防教育をや 

   ってみよう！」「やり続けよう！」という意識を醸成し、意識が転換される。 

  具体的な取り組み：障がいのある子どもへの暴力防止に関連するミニ学習会／セ 

              ミナーの開催・サークルズプログラム提供など 

④知的障がいのある子どもへの性暴力防止の取組み（予防分野／予防教育を含む 

 介入分野、ケア・支援の分野の体制の整備・法整備）がすべての分野において促進 

 される。 

 



 
ーアンケート調査の目的 

今回のアンケートは、障がいのある子どもへの性暴力防止の取り組みに必要な
ものは何かをすでに性暴力の事案に携わってきた方のご経験・お考えから分析
し、皆さんの声を反映させながら、エビデンスを持って障がいのある子どもへ
の暴力防止、特に知的障がいのある子どもへの性暴力防止の取り組みを3年
をかけて行う事業の柱を立てていくことが目的です。 

柱を立てていく土台は、CAPプログラムで培ってきた障がいのある子どもの
権利擁護・権利保障であり、障がいのある子どものエンパワメントです。 

ぜひ、皆さんのお力を貸してください。どうぞよろしくお願いいたします。 



アンケートでもご紹介しているサークルズプログラム 

 
 
社会的および人間関係の境界、対人関係のスキル、および人間関係に固有の
社会的スキルをわかりやすい形式で教える3つのプログラムで構成されてい
ます。サークルカリキュラムは、学校、家庭、社会、職場など地域全体で役立ち
ます。 

バージョンアップされたサークルズプログラムの著作権を団体として管理し、
これまで子どもへの暴力防止（CAPプログラム）に取り組んできた知見を活
かし、日本の現状にあった障がいのある子どもたちに有効な性暴力の予防教
育としてサークルズプログラムの提供に責任を持って取り組んでいきます。 
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